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平成１９年度平成１９年度平成１９年度平成１９年度    高知県高知県高知県高知県    県民世論調査県民世論調査県民世論調査県民世論調査    
平成１９年８月平成１９年８月平成１９年８月平成１９年８月    

高知県高知県高知県高知県    総総総総
そう

務務務務
む

部部部部
ぶ

    県政県政県政県政
けんせい

情報課情報課情報課情報課
じょうほうか

    
 
 

高知県では、より一層
いっそう

県民のみなさまの声を活
い

かした行政を進めるため、県

民世論調査を実施
じっ し

します。 
 

今回の調査にご協力いただく３，０００名の方々を選挙人名簿から無
む

作
さく

為
い

に
選ばせていただきましたところ、あなたにお願いすることになりました。 
 
この調査は、県民のみなさまが県政についてどのような関心や考えを持ち、
何を期待しているかといったことを知るために実施するものです。 
 
今回は、次のテーマについて、みなさまの考えをお聞かせください。 
 

１．県行政への関心について 

２．働く場の確保・雇用
こよ う

対策
たいさく

について 

３．これからの教育のあり方について 

４．子どもの安全を守る活動について 

５．地域ケア体制の整備について 

６．住宅の耐震化
たいしんか

について 

７．高知県の道路整備について 

８．今後の産業
さんぎょう

政策
せいさく

について 
 
突然のお願いであり、また、お忙しいところ誠に恐れ入りますが、今後の県
政を進めるうえで重要な調査ですので、ご協力くださいますようお願い申し上
げます。 
 
なお、ささやかながら謝礼品として、「高知県イメージキャラクターくろしお
くんプリント入りボールペン」を同封します。 
 
 
（※ 裏面の「記入・回答にあたってのお願い」をよく読んでお答えください。） 
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記入・回答にあたってのお願い記入・回答にあたってのお願い記入・回答にあたってのお願い記入・回答にあたってのお願い    
◆この調査は、個人を対象にしていますので、あて名の方ご自身がお答えくだ
さい。 
 
◆この調査は無

む

記
き

名
めい

式
しき

です。お答えいただく方のお名前、住所などは記入する
必要はありません。 
 
◆回答は、各質問ごとに当てはまる答えの番号に○印、または（   ）内に
適当なことがらを記入してください。 
 
◆質問には、回答を１つだけ選ぶ質問、複数を選んでもよいが回答数が制限さ
れている質問があります。 
 
◆一部の方だけに答えていただく質問もありますが、その場合は説明文があり
ますので、案内に従ってお答えください。 

 
調査の実施について調査の実施について調査の実施について調査の実施について    
◆この調査は、高知県が株式会社くろしお地域研究所（高知市宮前町８２番地）

に発送や回収などの業務を委託
いた く

して行っています。 
 

調査票調査票調査票調査票
ちょうさひょう

のののの返送返送返送返送
へんそう

についてについてについてについて    
◆ご回答を記入いただいた調査票は、記入もれがないかお確かめのうえ、同封
の返信用の封筒に入れて、切手を貼らずに平成１９年平成１９年平成１９年平成１９年９月２０日（木）９月２０日（木）９月２０日（木）９月２０日（木）まで
にご返送ください。 

 
調査票の取り扱いについて調査票の取り扱いについて調査票の取り扱いについて調査票の取り扱いについて    

◆回答者の個人情報は、高知県
こうちけん

個人
こじ ん

情報
じょうほう

保護
ほ ご

条例
じょうれい

に基づき適正
てきせい

に取り扱いま
す。 
 

◆この県民世論調査は、無記名式であり、また、回答は統計的
とうけいてき

に処理したうえ

で分析
ぶんせき

しますので、個人の名前が出たり他の目的に使用したりすることはあ

りません。また、委託業者にもこのことは徹底
てってい

しています。 
 
 
※※※※    この調査についてのおたずねは、下記までご連絡ください。この調査についてのおたずねは、下記までご連絡ください。この調査についてのおたずねは、下記までご連絡ください。この調査についてのおたずねは、下記までご連絡ください。    
  調査票の発送・回収などについて：株式会社くろしお地域研究所 

（電話 088-824-8300） 
  質問の内容などについて：高知県総務部県政情報課（電話 088-823-9898） 
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問１ あなたは、県の行政にどの程度関心がありますか。 （１つだけ○印） 
 
  37.7 関心がある 
  36.8 やや関心がある 
  10.9 どちらともいえない 
  10.6 あまり関心がない 
   3.0 関心がない 
   0.9 無回答 
 
副問１ （問１で「１ 関心がある」「２ やや関心がある」と答えた方のみ

お答えください。） 
     その理由は何ですか。       （２つまで○印）  N=1,422 

  42.4 自分の住むところだから・高知に愛着
あいちゃく

があるから 
  57.6 自分の暮らしに関係があるから 
  18.4 世の中の動きや政治・行政に関心があるから 
   9.6 県行政について新聞やテレビでよく報道されているから 
   5.8 県にしてほしいことがあるから 
  41.1 高知県を良くするためには、県の行政について知ることが大切だと

思うから 
   6.7 県が何をやっているか、常にチェックすることが必要だから 
   0.8 その他（                         ） 
   0.5 無回答 
 
副問２ （問１で「４ あまり関心がない」「５ 関心がない」と答えた方の

みお答えください。） 
     その理由は何ですか。       （２つまで○印）   N=260 
   1.9 高知に愛着がないから 
  12.7 自分の暮らしには関係がないと思うから 
  13.8 世の中の動きや政治・行政には関心がないから 
  65.0 県が何をやっているのかよくわからないから 
  35.8 自分の要望や意見が活かされないと思うから 
  14.2 行政のことは県にまかせておいてよいと思うから 
   5.0 その他（                         ） 
   2.7 無回答 

質質質質        問問問問    

１．県行政への関心１．県行政への関心１．県行政への関心１．県行政への関心にににについてついてついてついて    
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問２ 県民の声を県政に活かすためには、特にどのようなことが必要だと思い
ますか。                     （３つまで○印） 

 
 21.8 手紙・電話・ファックス・インターネットなどを利用して気軽に意見

が言えること 
 25.3 知事をはじめ県職員と住民が直接話す機会を多くすること 

 12.5 世論調査や住民モニター制度
せい ど

などの調査を多くすること 
 38.3 県が事業などを行う当初の段階から住民の意見を聴くこと 
 42.2 県職員が日ごろの業務の中で住民の声を聴く意識と姿勢を持つこと 
 42.6 住民から寄せられた声に対して、県がどのような対応をしたかを知ら

せること 
 37.7 県が行う事業や取り組みについての積極的な広報や徹底した情報公開 

 39.2 県職員が地域に入り、地域の声を聴きながら、住民とともに課題
かだ い

を解
決していく取り組み 

  1.5 その他（                         ） 
  2.6 無回答 
 

問３ あなたは、県の情報公開や県からの情報の提供
ていきょう

について関心があります
か。                       （１つだけ○印） 

 
  35.2 関心がある 
  36.1 やや関心がある 
  18.4 どちらともいえない 
   6.3 あまり関心がない 
   2.1 関心がない 
   1.9 無回答 
 
副問 （問３で「１ 関心がある」「２ やや関心がある」と答えた方のみお

答えください。） 
あなたは、県の情報公開や情報の提供に対する取り組みに満足してい
ますか。                （１つだけ○印） N=1,359 

   2.4 満足している 
  17.4 やや満足している 
  42.5 どちらともいえない 
  28.0 あまり満足していない 
   8.9 満足していない 
   0.7 無回答 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
問

 5
 3
3
1

5
3
2
 
 
 
 
問５

 
 2

  

1
3
 

 
 
 
 

２．働く場の確保・雇用対策について２．働く場の確保・雇用対策について２．働く場の確保・雇用対策について２．働く場の確保・雇用対策について    

知
全

な

全国の雇用
こよ う

情勢
じょうせい

は、景気の回復とともに改善
かいぜん

のきざしが見えますが、高

県ではまだまだ厳しい状況が続いています。とりわけ、若年者の失業率
しつぎょうりつ

は
国平均を大きく上回っており、たいへん深刻

しんこく

な状 況
じょうきょう

です。 
一方で、若者が就職先を景気の良い県外へ求める傾向

けいこう

が強いため、製造業
せいぞうぎょう

どでは人材の確保が厳しいといった現状があります。 
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４ 新規に高校を卒業した方が県外で就職する割合は、平成１４年度に
２４．８％だったものが、平成１８年度には４８．２％に上昇しており、
高校を卒業して就職する方の約２人に１人が県外へ流出しています。 
このような状況をどう思いますか。        （３つまで○印） 
 

0.4 県内に求人が少ないので仕方がない 
2.0 県内に希望に合う職種が少ないので仕方がない 
3.5 県外の企業の方が賃金など雇用の条件が良いので仕方がない 
9.0 本人が県外で就職することを希望するのなら仕方がない 

4.2 高知県が活力
かつりょく

ある地域を築いていくうえで大きな問題である 
7.7 県内の企業がもっと採用に努力する必要がある 
8.0 県内にも優れた企業があるので、その情報を提供していく必要がある 
7.0 就職できるのであれば県外でも問題ない 
3.0 その他（                         ） 
1.4 無回答 

 あなたは主にどのようにして就職しましたか。（就職しようと考えていま
すか。）                      （１つだけ○印） 

8.8 在学中の就職活動（就職説明会への参加、企業訪問、学校での就職あ
っせんなど） 

0.1 ジョブカフェ（都道府県の就 職
しゅうしょく

支援
しえ ん

相談
そうだん

センター）の紹介
しょうかい

 

1.4 ハローワーク（国の公共
こうきょう

職 業
しょくぎょう

安定所
あんていじょ

）の紹介 
4.3 家族や知り合いの紹介 
4.6 就職情報誌の活用 

0.7 インターネットの活用（選択肢
せんたくし

１に該当
がいとう

する場合を除く） 
6.8 その他（                         ） 
6.0 就職したことがない（就職しようと考えていない） 
7.3 無回答 
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問６ 「ジョブカフェこうち」を知っていますか。    （１つだけ○印） 
 
  1.0 利用したことがあり、知っている 
 14.8 利用したことはないが、活動の内容は知っている 
 37.2 活動の内容は知らないが、名前は聞いたことがある 
 44.9 全く知らない 
  2.1 無回答 
 
問７ 「ジョブカフェこうち」では、以下の１～４のようなことを行っていま
すが、今後どの機能をさらに充実すればよいと思いますか。 

                           （２つまで○印） 
 37.5 就職のあっせん 
 34.1 就職に関するカウンセリング（相談窓口） 

 33.6 就職に結びつくセミナー（研修
けんしゅう

会・講習
こうしゅう

会） 
 49.7 若者が気軽に立ち寄れる情報ステーション（情報が得られる場所） 
  2.4 その他（                         ） 
  6.9 無回答 
 
 
 
 
 
 
問８ 「シルバー人材センター」の活動を知っていますか。 
                           （１つだけ○印） 
 15.4 利用したことがあり、知っている 
 50.7 利用したことはないが、活動の内容は知っている 
 28.1 活動の内容は知らないが、名前は聞いたことがある 
  4.4 全く知らない 
  1.5 無回答 
 
 

高知県では、主に若年者の就職のための総合的なサービスセンターとして

「ジョブカフェこうち」（高知県就職支援相談センター）を開設
かいせつ

して、就職

に関する相談からあっせんまで、さまざまな支援
しえ ん

を行っています。 

高年齢者
こうねんれいしゃ

の就 業
しゅうぎょう

の機会の確保や、生きがいの充実
じゅうじつ

、活力
かつりょく

ある社会づく

りのため、「シルバー人材センター」が設置
せっ ち

され、登録された高年齢者が、

家庭や企業に対して、臨時
りん じ

的・短期
たん き

的な仕事を行っています。 
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 (※)「有効求人倍率」とはハローワークで仕事を探している１人に対して、

何件の求人があるかを示した数値で、０．４８という数値
すう ち

は、仕事を探

している人１００人に対して４８件の求人しかない状況を意味します。 
 

問９ 県の雇用対策として最も重点
じゅうてん

を置くべき対象者はどの層だと思います
か。 

                           （１つだけ○印） 

 22.1 新規
しん き

学卒者
がくそつしゃ

（高校や大学を卒業したばかりの方） 
 42.7 若年者（おおむね３５歳未満） 
 19.8 中高年齢者（４５歳から６０歳未満） 
  4.7 高年齢者（６０歳以上） 
  1.7 障害のある方 
  3.6 母子・父子家庭の母・父 
  2.6 その他（                         ） 
  2.7 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問10 これからの教育を進めていくうえで、どのような取り組みや支援が必要
だと思いますか。 

                           （３つまで○印） 
 24.6 子育て家庭への相談体制の整備などの支援 
 17.7 小学校入学前の保育・教育の充実 

  4.1 複式
ふくしき

学級
がっきゅう

(※１)をなくすこと 

 20.3 小学校での学力の二極化
にきょくか

(※２)への対応 

全国では有効
ゆうこう

求人
きゅうじん

倍率
ばいりつ

（平成１９年６月末現在）（※）が１．０７と雇用

状況が改善していますが、高知県の有効求人倍率は０．４８と低迷
ていめい

していま

す。失業者も３万人を超えるなど、県内に働く場が不足していることが課題

です。 

３．これからの教育のあり方について３．これからの教育のあり方について３．これからの教育のあり方について３．これからの教育のあり方について    

教育は、次の世代を支える人づくりという点で、県が最も力を入れて取り

組むべきテーマです。高知県の将来を託
たく

する子どもたちの健
すこ

やかな成長のた

め、県民のみなさまや教育関係者のみなさまとともに、手をたずさえて高知

の教育の発展に取り組んでいくことが重要です。 
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 15.7 少人数学級の導入 
 14.5 キャリア教育(※３)や産業教育の充実 
 10.2 国際的な視野を持つ人材づくり 
 7.7 図書館、美術館、公民館などの文化・社会教育施設の充実 
 25.4 家庭や地域の教育力を上げるための支援 
 12.5 専門性の高い教育ができる学校や教育委員会の体制の整備 
 58.3 教職員の資質・指導力の向上 
 15.0 保護者や地域の人々が、学校の運営に参加しやすい環境の整備 
  8.0 障害のある子どもたちへの教育の充実 

 16.4 不登校
ふとうこう

対策 

  6.1 耐震化
たいしんか

(※４)を含めた学校の施設・設備の充実 
 11.5 教育予算の充実 
  3.4 その他（                         ） 
  2.6 無回答 
 
  (※１)「複式学級」とは、学校の規模が小さく、各学年の児童生徒の人数

が少ない場合に、１学年１クラスでなく、異なった学年の児童生徒
を１クラスにした学級のことです。 

  (※２)「学力の二極化」とは、平均程度の学力の子どもが減り、極端
きょくたん

に上

位層と下位層の２つに分かれる傾向が進んでいることです。 

  (※３)「キャリア教育」とは、体験的な活動などを通して、生徒一人一人

の職 業 観
しょくぎょうかん

や勤労観
きんろうかん

を育てる教育のことです。 

  (※４)「耐震化」とは、強い地震でも簡単に壊れたりしないようにするこ
とです。 

 
問11 厳しい財政状況の中で、高知県の教育の水準を保ち、向上させるために、
新たな費用の負担を県民のみなさまにお願いせざるを得ない状況となった
場合、どう思いますか。 

                           （１つだけ○印） 
 14.0 負担はやむをえない 
 36.1 金額によっては負担をしてもよい 
 27.3 できれば負担はしたくない 
 13.0 負担はしたくない 
  8.0 わからない 
  1.6 無回答 
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【子どもたちの安全を守る取り組みについて】 
問12 子どもたちの安全を守るためには、どのような取り組みが必要だと思い
ますか。 

                           （３つまで○印） 
 30.6 学校による学校内外の安全対策 
 18.4 保護者による通学路、公園などの見守り活動 
 46.6 地域住民による通学路、公園などの見守り活動 
 39.1 警察官による通学路や学校周辺のパトロール 
 29.2 「こども１１０番のいえ」など、子どもたちがいつでもかけ込むこと

のできる場所づくり 

 37.9 学校や保護者に対する不審者
ふしんしゃ

情報などの提供 

 34.7 有害
ゆうがい

図書
とし ょ

や出会い系サイトなどの有害な情報から子どもを守る取り組
み 

 36.2 通学路、公園などを安全にするための整備 
  2.5 その他（                         ） 
  1.0 無回答 
 
問13 あなたは、ここ１年ぐらいのうち、お住まいの地域で、子どもを守る
ための活動に参加したことがありますか。下の表にある「回答欄」
内の１、２、３のいずれかに○をしてください。項目の中にない活動につい
ては、「その他」の欄に記入してください。 

（それぞれの活動項目について、回答欄の「１」「２」「３」の１つだけに○印） 
         （「１」「２」「３」の説明は表の下に書いてあるとおりです） 

活  動  項  目 回答欄 
①散歩や家の前の掃除

そう じ

、買物、仕事の途中など、自分の日常生
活の範囲内での登下校時に合わせた見守り活動 

１ ２ ３ 

②登下校時の通学路のパトロール活動、街頭
がいとう

での見守り活動 １ ２ ３ 
③子どもたちへの日常的な声かけ・あいさつ運動 １ ２ ３ 
④公園など、子どもの遊び場の見回り活動 １ ２ ３ 
⑤夜間のパトロール活動 １ ２ ３ 
⑥その他（                      ） １ ２ 
１＝参加したことがある 
２＝参加したことはないが、そのような活動があることは知っていた 
３＝参加したことがないし、そのような活動があることも知らなかった 

 

４．子どもの安全を守る活動について４．子どもの安全を守る活動について４．子どもの安全を守る活動について４．子どもの安全を守る活動について    
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① 散歩や家の前の掃除、買物、仕事の途中など、自分の日常生活の範囲内
での登下校時に合わせた見守り活動 

   13.9 １    35.0 ２    38.2 ３    12.9 無回答 
 ② 登下校時の通学路のパトロール活動、街頭での見守り活動 
   10.1 １    50.0 ２    26.7 ３    13.3 無回答 
 ③ 子どもたちへの日常的な声かけ・あいさつ運動 
   22.6 １    36.9 ２    29.0 ３    11.4 無回答 
 ④ 公園など、子どもの遊び場の見回り活動 
    4.4 １    38.7 ２    42.9 ３    14.0 無回答 
 ⑤ 夜間のパトロール活動 
    4.3 １    40.6 ２    41.1 ３    13.9 無回答 
 ⑥ その他 
    0.7 １     0.4 ２    98.8 無回答 
 
  （「１」に○を１つでもした方（参加したことがある方） ⇒ 副問１へ） 
  （「１」に○をしなかった方（参加したことがない方）  ⇒ 副問２へ） 
 
副問１ （問13で「１」に○を１つでもした方（参加したことがある方）の

みお答えください。） 
活動をした際に課題と思ったことは何ですか。（３つまで○印）N=577 

34.3 地域住民の防犯意識や連帯感が弱い 

35.4 活動に参加する人が少ない 
43.0 活動に参加する人がいつも同じ 
12.7 活動の内容が固定化している 
13.0 防犯に取り組む組織が地域にない 
12.7 地域で活動している個人や団体が連携

れんけい

できていない 
13.0 活動を指導するリーダーがいない 
20.6 地域の不審者や犯罪の発生に関する情報をすぐ知ることができない 
12.7 先進的

せんしんてき

な取り組みや効果的な活動などについての情報がない 
 5.5 活動するための資金が不足している 
14.0 行政の支援や支援に関する情報が不足している 
 2.9 その他（                         ） 
 9.4 無回答 
 

 
副問２ （問13で「１」に○をしなかった方（参加したことがない方）のみ

お答えください。） 
あなたは､今後､地域の活動に参加できますか。(１つだけ○印)N=1,170 
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   5.0 参加できる 
  47.9 条件が整えば参加できる、参加してみたい 
  20.8 参加できない、参加したくない 
  25.0 わからない 
   1.4 無回答 
 
副々問１ （副問２で「１ 参加できる」「２ 条件が整えば参加できる、

参加してみたい」と答えた方のみお答えください。） 
どのような活動に参加できると思いますか。（２つまで○印） 
                          N=618 

   69.6 散歩や家の前の掃除、買物、仕事の途中など、自分の日常生活の
範囲内での登下校時に合わせた見守り活動 

   13.6 登下校時の通学路のパトロール活動、街頭での見守り活動 
   64.1 子どもたちへの日常的な声かけ・あいさつ運動 
   13.1 公園など、子どもの遊び場の見回り活動 
    7.4 夜間のパトロール活動 
    0.5 その他（                         ） 
    1.5 無回答 
 
副々問２ （副問２で「３ 参加できない、参加したくない」と答えた方

のみお答えください。） 
参加できない、参加したくない理由は何ですか。（３つまで○印） 

N=243 
   46.5 仕事などで忙しくて時間がないから 
    3.3 パトロール活動などには危険が伴うと思うから 
   10.3 一緒に活動する仲間がいないから 
   15.2 どのようにして取りかかってよいのかわからないから 
   14.0 地域で活動する団体や活動の内容などの情報がないから 
    2.1 子どもの安全を守ることは警察のすべきことだと思うから 
    3.3 子どもの安全を守ることは学校のすべきことだと思うから 
    3.3 子どもの安全を守ることは行政のすべきことだと思うから 
   11.5 子どもの安全を守ることは保護者の務めだと思うから 
    2.1 警察や学校と連携をとることに抵抗があるから 
    5.3 興味、関心がないから 
   37.0 年齢、病気などの理由で、屋外での活動ができないから 
   12.3 近所に子どもがいないから 
    4.9 その他（                         ） 
    1.6 無回答 
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【子どもを非行から守る取り組みについて】 
問14 子どもの非行を防止するためにはどのような取り組みが必要だと思いま
すか。 

                           （３つまで○印） 
 79.7 保護者による家庭でのしつけ 
 39.0 学校教育で、善悪の判断基準や人に迷惑をかけないなどの基本的なこ

とを教えること 

 14.6 警察と学校が連携して非行の防止や社会のルールを守るなどの啓発
けいはつ

を
行うこと 

 26.2 有害図書や出会い系サイトなど子どもにとって有害な環境をなくすこ
と 

  6.7 街頭などでの少年補導
ほど う

活動 
 19.2 子どもや保護者からの相談を受け付ける体制の充実 
 14.9 子どもをあたたかく受け入れる場所の確保 
 44.4 手本となる大人がマナーを守ること 

  3.6 量販店
りょうはんてん

やコンビニなどでの万引き防止対策 
 27.8 地域住民が地域の子どもに目を向け、積極的に声かけなどを行うこと 
  1.5 その他（                         ） 
  2.4 無回答 
 

【県内の治安
ちあ ん

情勢について】 
問15 あなたは、現在の高知県の治安について、どのように感じていますか。 
                           （１つだけ○印） 
  15.1 不安を感じている 
  39.8 やや不安を感じている 
  22.9 どちらともいえない 
  17.3 あまり不安を感じていない 
   2.3 不安を感じていない 
   2.6 無回答 
 
副問 （問15で「１ 不安を感じている」「２ やや不安を感じている」と答
えた方のみお答えください。） 
あなたは、どのようなことに対して不安を感じていますか。 

                       （３つまで○印） N=1,048 

  70.1 空き巣、すり、ひったくりなどの窃盗
せっとう

事件 

  34.5 殺人、強盗などの凶
きょう

悪
あく

事件 
  46.2 少年犯罪 



 

  28.4 子どもが声をかけられたり、追いかけられたりする事案 
   7.0 ストーカーや家庭内暴力（ＤＶ） 

  44.7 高齢者などをねらった悪質商法や振
ふ

り込
こ

め詐
さ

欺
ぎ

 
  30.3 暴走族、飲酒運転などの悪質な交通違反や重大な交通事故 
   2.2 その他（                         ） 
   0.9 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【地
問1

 
 6

 3

 1
 4

 3

 2

 1
 2
  
  

５．地域ケア体制の整備について５．地域ケア体制の整備について５．地域ケア体制の整備について５．地域ケア体制の整備について    

各
い

で
が

進

「地域ケア体制の整備」とは、おおむね３０年後の人口構造
こうぞう

などの状況や、

地域のサービスの必要性を考え、高齢者の生活を支える医療、介護
かい ご

、住ま
などの体制を総合的に整備しようとするものです。 
特に、「医療や介護を必要とする状態になっても、住み慣れた自宅や地域
療養
りょうよう

したい、介護を受けたい」といった高齢者の希望を最大限尊重
そんちょう

しな
ら、ケア体制をつくっていくことが求められています。 
高知県では、今年中に地域ケア体制整備

せい び

構想
こうそう

を策定しようと、現在検討を
めています。 
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域ケア体制整備で重要なもの】 
6 あなたに医療や介護が必要となったときに地域や住まいで安心安全に生
活するために、重要と考えるものは何ですか。    （３つまで○印） 

7.4 入院から退院、在宅での療養まで、医療や介護関係者が連携して対応
してくれること 

4.4 予防、治療など総合的に看
み

てくれる医師がいること 

4.7 認知症
にんちしょう

を専門に治療する医療機関があること 
1.9 ２４時間３６５日、在宅での療養や生活を支える、医療や介護の体制

があること 

8.4 本人の楽しみや家族の介護の負担が軽くなるような地域で集
つど

える場所
があること 

6.8 定期的な安否
あん ぴ

の確認や、買い物や病院への送迎など、地域の支え合い
があること 

9.8 介護や医療が必要となる前の予防 
6.7 介護や食事が付いた高齢者向けの住まい 
1.5 その他（                         ） 
1.9 無回答 
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【地域の支え合いや見守り】 
問17 あなたや家族に介護が必要となったときに、自宅で生活を続けるために
必要と思う地域での支え合いや見守りはどれですか。 

                           （３つまで○印） 

 54.5 買い物や病院へ行く場合などの介助
かいじょ

や送迎 
 35.1 配食サービスなど、食事の提供 
 33.7 認知症の方が困っているときに対応できるサポーター（援助者） 

 19.3 認知症の方が徘徊
はいかい

していなくなったときに、探してくれる地域のネッ
ワーク 

 13.4 庭の手入れ、電球の取り替えや簡単な大工仕事など日常生活の支援 
 32.0 話し相手や相談相手 
 26.5 定期的な安否の確認 

 55.1 緊急時
きんきゅうじ

に通報できる手段・連絡体制 
  0.5 その他（                         ） 
  3.3 無回答 
 
 
【自宅向けの医療について】 
 
 
 
 
 
 
問18 あなたが寝たきりなどの状態で医療機関に１人で行くことが困難となっ
た場合、どのようにしたいですか。 

                           （１つだけ○印） 
 28.4 自宅（借家含む）に医師や看護師に来てほしい 
 46.6 病院に入院したい 
 10.8 家族やヘルパー、地域の方などに介助してもらって病院に通院したい 
  9.5 わからない 
  1.6 その他（                         ） 
  3.2 無回答 
 
【地域活動の普及啓発】 
問19 介護が必要となった場合でも、地域での生活を続けるためには、県民が
参加して地域づくりをしていくことが重要となります。 

平成１８年４月から、寝たきりなどで通院が困難な方に対して、２４時間

３６５日必要なときに、医師や看護師が自宅へ訪問して診察や治療を行った

り、自宅での看取
み と

り（死期が近づいた時から死期にかけての手厚い対応）に

対応したりする診療所（在宅
ざいたく

療養
りょうよう

支援
しえ ん

診療所
しんりょうじょ

）ができています。 
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あなたは地域の支え合い活動に参加できますか。 
                           （１つだけ○印） 
 31.5 参加できる 
 10.7 参加できない 
 54.1 わからない 
  3.7 無回答 
 
問20 あなたが、地域の支え合い活動に、より参加しやすくなると思える条件
は何ですか。 

                           （３つまで○印） 
 56.3 活動する場所が自宅からあまり離れていないこと 
 55.9 時間や期間にあまりしばられないこと 
 17.0 軽い作業程度の労働であること 
 16.5 今までの経験・技術・趣味が生かせること 

 11.5 実費
じっ ぴ

程度の経費の支給があること 
 12.7 自分が活動した時間分だけ、将来支え（サービス）が受けられること 

 13.9 介護保険料などの減額
げんがく

など優遇
ゆうぐう

措置
そ ち

が受けられること 
 27.1 いっしょに活動する仲間や団体があること 
 25.5 思いがけない事故などが起こったときに対処する方法や責任のありか

が明らかになっていること 
 24.7 地域の支え合い活動のくわしい内容が知らされていること 
  0.9 その他（                         ） 
  5.1 無回答 
 
問21 あなたが参加しても良いと思う地域の支え合い活動はどれですか。 
                           （３つまで○印） 
 34.0 買い物や病院へ行く場合などの介助や送迎 
 14.8 配食サービスなど、食事の提供 
  9.9 認知症の方が困っているときに対応できるサポーター（援助者） 

 26.1 認知症の方が徘徊
はいかい

していなくなったときに協力して探す地域のネット
ワーク 

 23.3 庭の手入れ、電球の取り替えや簡単な大工仕事など日常生活の支援 
 36.9 話し相手や相談相手 
 43.7 定期的な安否の確認 
 36.3 近所の緊急時の通報への対応 
  1.7 その他（                         ） 
  7.2 無回答 
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【高齢者向け住宅のニーズ】 
問22 あなたが高齢になって介護が必要となった場合、住まいはどのようにし
たいですか。 

                           （１つだけ○印） 
 18.3 現在の住居に、とくに改造などはせずそのまま住み続けたい 
 26.3 現在の住宅を改造し住みやすくする 
  2.2 子どもや親戚などの家に移って世話をしてもらう 

 20.0 介護が付いている特別
とくべつ

養護
よう ご

老人
ろうじん

ホームなどの施設に入居する 
  7.4 介護が付いている有料老人ホームなどに入居する 

  5.7 介護は付いていないが、洗濯
せんたく

や食事の世話などのケアが付いた住宅に
入居する 

 16.0 わからない 
  4.1 無回答 
 
問23 自宅での医療や介護サービスが十分に受けられない地域に住んでいて、
あなたや家族に介護が必要となった場合、住み慣れた自宅を離れて、医療
や介護サービスが受けやすい高齢者向け住宅に住み替えをしようとした場
合に重視する条件は何ですか。 

                           （３つまで○印） 
 45.6 住み慣れた地域にあること 
 36.9 子や孫・親族が住んでいる地域にあること 
 53.2 医療機関が近くにあること 
 21.0 介護サービスを提供してくれる事業所が近くにあること 
 34.4 商店街などが近くにあり、買い物など日常生活に便利な場所にあるこ

と 
  3.2 地域の幼稚園、小学校などの近くにあり、地域との交流があること 
 62.4 費用がかかりすぎないこと 
  0.4 その他（                         ） 
  3.8 無回答 

あと、もう少しで
す！ 
最後までよろしく
お願いします。 
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【住宅の耐震化の認識】 
 
 
 
 
 
 
 
 
問24 あなたは、このようなことを知っていましたか。 
                           （１つだけ○印） 
 44.0 知っていた 
 38.7 ある程度知っていた 
 11.8 あまり知らなかった 
  3.6 知らなかった 
  1.8 無回答 
 

【耐震
たいしん

診断
しんだん

や耐震
たいしん

改修
かいしゅう

に対する助成
じょせい

制度
せい ど

について】 
問25 高知県ではこれまでに、県と市町村が協力して次の①、②のような助成
制度を設け、木造住宅の耐震診断や耐震改修を支援してきています。 
あなたはこのことを知っていましたか。 

 
①耐震診断：昭和５６年５月３１日以前に建てられた木造住宅を対象に、

市町村が耐震
たいしん

診断士
しんだんし

を派遣
はけ ん

して診断を行っています。 
②耐震改修のための工事費の補助：①の診断の結果、倒壊の可能性があ
るとされた住宅を安全な住宅に改修するための工事費に対して最高
６０万円の補助を行っています。 

                           （１つだけ○印） 
 15.4 制度の内容を含め知っていた 
 51.2 制度があることは知っていた 
 31.3 知らなかった 
  2.1 無回答 
   （参考）平成１９年度から新たに、次のような支援を行っています。 

・耐震改修のための設計費の補助：①の診断の結果、倒壊の可能性があると

された住宅を安全な住宅に改修するための設計費に対して最高２０万円

の補助を行います。（上記の制度は併用できます。） 

６．住宅の耐震化について６．住宅の耐震化について６．住宅の耐震化について６．住宅の耐震化について    

阪神・淡路大震災では、地震直後の犠牲者
ぎせいしゃ

約５，５００人のうち、８割以

上が、住宅などの倒壊
とうかい

により亡くなったといわれています。特に、耐震
たいしん

基準
きじゅん

が改正された昭和５６年以前に建てられた住宅が多く倒壊しました。 

高知県内にも耐震性に問題があるといわれている昭和５６年以前に建て

られた木造
もくぞう

住宅が約１２万戸存在し、次の南海地震をひかえ、これらの住宅

の耐震化が大きな課題となっています。 
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問26 あなたがお住まいの住宅の構造はどれですか。   （１つだけ○印） 
 72.4 木造 

 21.4 鉄筋
てっきん

コンクリート造、鉄骨
てっこつ

造、鉄骨鉄筋コンクリート造のいずれか 
  0.9 コンクリートブロック造 
  1.6 わからない 
  0.6 その他（                         ） 
  3.1 無回答 
 

問27 今お住まいの住宅の所有者である方、または所有者のご家族である方に

お聞きします（それ以外の方（賃借
ちんしゃく

している方など）は回答せず問28にお

進みください）。 
今後、問25のような助成制度を使って耐震診断や耐震改修をしたいと思
いますか。（現在は木造住宅だけが助成の対象ですが、今後、木造以外の住
宅も対象となった場合を想定してお答えください。）  （１つだけ○印） 

 36.2 したいと思う 
 23.8 したいと思わない 
 17.3 わからない 
 22.7 無回答 
 
副問 （問27で「２ したいと思わない」と答えた方のみお答えください。） 

その理由は何ですか。          （３つまで○印） N=454 
  30.8 もともと耐震性は十分だから 
   5.9 すでに耐震改修済みだから 
  52.4 助成制度を使っても、耐震改修は自己負担額が多そうだから 

  11.5 助成制度を使うには、申請
しんせい

などの手続きがめんどうそうだから 
  13.7 耐震改修をするよりも住み替えや建て替えをしたいから 
   7.3 耐震診断や耐震改修を誰に頼んでいいのかわからないから 

  11.9 耐震改修工事のための家具の移動や仮住
かり ず

まいなどで、今の生活リズ
ムを崩したくないから 

  33.5 耐震改修をしても大地震には耐えられないと思うから 
   7.5 耐震改修にお金をかけてもすぐには改修の効果が実感できないから 
   3.1 当分は南海地震などの大地震はこないと思うから 
   1.5 住宅の耐震性には関心がないから 

   3.5 耐震改修は義務
ぎ む

ではないから 
   6.6 その他（                         ） 
   0.7 無回答 
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【住宅の耐震化に向けて】 
問28 どうすれば、住宅の耐震化が進むと思いますか。 
                           （３つまで○印） 

 26.8 耐震化の必要性のＰＲ（普及
ふきゅう

啓発
けいはつ

） 

 70.2 耐震改修を支援する制度（補助、低利
てい り

の融資
ゆう し

、税金の減免
げんめん

など）の充
実 

 54.5 安価で簡単な耐震改修の方法の開発、普及 
 20.6 耐震改修を行う技術者の養成や相談窓口の紹介 

 36.5 耐震改修を行った住宅が地震で被害を受けた場合に再建
さいけん

費用
ひよ う

を支給す
る制度をつくること 

 29.8 建て替えを支援する制度をつくること 
  1.2 その他（                         ） 
  5.7 無回答 
 



 
 

(参考)  

７．高７．高７．高７．高知県の道路整備について知県の道路整備について知県の道路整備について知県の道路整備について    

 
 ■四国８の字ネットワークの整備率
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問29 県内の道路整備にあたって特に
                 
 37.4 今ある道路の維持

い じ

管理
かん り

（舗装
ほそ う

 

道路課予算ピーク時

の45.545.545.545.5％％％％    
■県内の道路改良率 （道路統計年報 2006） 
2

ど
 
や

（

91%

66%
55%

81%

36% 40%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

国道 県道　 市町村道

全国平均

高知県
※改良率：供用中の道路のうち、車道幅員 5.5ｍ以上の延長
42 

のよう
   
橋の修

し

 

H10）
■県内の通行止めの状況（17 年度）
なことが必要だと思
      （３つ
繕

ゅうぜん

など） 

事前通行規制区間内(※)の通行止め 

５４５４５４５４路線路線路線路線    １３３１３３１３３１３３回回回回    １２，７３９１２，７３９１２，７３９１２，７３９時間時間時間時間    

事前通行規制区間外の通行止め 

３８３８３８３８路線路線路線路線    ６１６１６１６１回回回回    ２，２４３２，２４３２，２４３２，２４３時間時間時間時間 

学学校校かからら  

勤勤務務先先かからら  

買買物物先先かからら  
  
家に 
帰れない
 ■高知県道路課の予算推移
※事前通行規制区間とは、大雨や台風など異常気象時に、※事前通行規制区間とは、大雨や台風など異常気象時に、※事前通行規制区間とは、大雨や台風など異常気象時に、※事前通行規制区間とは、大雨や台風など異常気象時に、

落石や斜面崩壊等による事故を未然に防ぐため、雨量等落石や斜面崩壊等による事故を未然に防ぐため、雨量等落石や斜面崩壊等による事故を未然に防ぐため、雨量等落石や斜面崩壊等による事故を未然に防ぐため、雨量等

が一定基準を超えると、道路の通行を規制する区間のこが一定基準を超えると、道路の通行を規制する区間のこが一定基準を超えると、道路の通行を規制する区間のこが一定基準を超えると、道路の通行を規制する区間のこ

とです。とです。とです。とです。 
 
 
 
 
 
 
 

県は、四国８の字ネットワークの高速道路網の早期整備に取り組むととも
に、地域間を結ぶ幹線

かんせん

道路や毎日利用する生活道路の整備を進めています。
しかし、三位

さん み

一体
いったい

の改革
かいかく

や長引く不況
ふきょう

などにより、県の財政は年々厳しく
なっており、道路の建設費や維持費も減少してきました。 
このような中、｢道路の整備はもう十分｣という意見がある一方で、｢日常
生活や産業振興に必要な道路の整備はまだまだ残っている｣という意見もあ
ります。 
いますか。 
まで○印） 
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 30.9 輸送ルートの確保や橋の補強
ほきょう

など、地震に備
そな

えた道路の整備 
 43.8 大雨等による落石などの災害を防ぐための道路の整備 
 23.7 通勤、通院などで、日常的に利用する道路の整備 
 18.6 高速道路の整備 
 43.0 歩行者や自転車が安心して通れるための歩道や自歩道の整備 
  5.7 合併した（または合併する）市町村内の拠点

きょてん

を結ぶ道路の整備 
 10.4 産業振興のための道路や観光地へのアクセス道路の整備 
 35.5 交通安全や渋滞

じゅうたい

解消
かいしょう

のための道路整備 
  7.1 電線類の地中化など、景観

けいかん

に配慮
はいりょ

した道路の整備 
  1.5 わからない、関心がない 
  5.0 無回答 
 

問30 県内の道路の今後の整備（基本的な維持管理は除く）について、どう思
いますか。                    （１つだけ○印） 

  3.5 十分整備されていると思うので、必要ないと思う 
 50.6 県の財政は厳しいが、道路の整備は優先

ゆうせん

して進めるべきだと思う 
 29.0 県の財政が厳しいのなら、道路の整備は我慢

がま ん

すべきだと思う 
 12.4 わからない 
  4.5 無回答 
 
副問 （問30で「３ 県の財政が厳しいのなら、道路の整備は我慢すべきだ

と思う」と答えた方のみお答えください。） 
財政が厳しいなか道路の整備より優先すべきだと思うものは何ですか。 

                        （１つだけ○印） N=554 
  30.3 医療や福祉 
  31.6 雇用対策や産業振興 
   5.2 農業、林業や水産業の振興 
   5.1 地震などの災害に備えること 
   2.5 道路以外の河川や砂防

さぼ う

などの社会基盤
きば ん

の整備 
   7.2 少子化対策 
   4.7 教育の充実 
   1.4 観光振興 
   4.5 森林保全や省エネルギーなどの環境対策 
   0.4 情報基盤の整備や行政の電子化などの情報化対策 
   0.9 その他（                         ） 
   6.1 無回答 
 
問 31 その他、県内の道路整備についてご意見をご記入ください。（自由記入） 
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問32 県が産業政策の面で今後、特に重点的に取り組むべきものはどれだと思
いますか。                     （３つまで○印） 
 

 54.6 安全で安心な食糧が供給できる産地づくりや地域の特性を生かした農
林水産業の取り組み 

 
 36.2 農林業の担い手不足や高齢者の生活支援といった中山間地域の課題に

対する支援や地域の元気づくりに向けた取り組み 
 

 18.9 海洋
かいよう

深層水
しんそうすい

やゆずといった本県のほこる地域資源を生かした食品加工

など、一次産品の付加
ふ か

価値
か ち

を高めるための取り組み 
 

 31.0 雇用の面ですぐに効果が期待できる企業誘致
ゆう ち

を進めるための工業団地
の造成などの取り組み 

 

 15.7 紙や農機具といった地域に根ざした地場
じ ば

産業
さんぎょう

の振興を図る取り組み

や産学官
さんがくかん

の連携で研究している高知発の技術による新たな産業育成 
 

 26.3 中心市街地の空洞化
くうどうか

に歯止めをかけ、にぎわいのあるまちづくりを進
めていくための、商店街を中心としたまちづくりや商業振興 

 
 14.0 よさこい祭りなど本県の文化・伝統や自然を生かした観光の振興、交

流人口の拡大に向けたスポーツ大会の誘致などの取り組み 
 

 27.0 県民の命を守り、地域間の格差
かく さ

を是正
ぜせ い

するために必要な道路の整備な
ど、産業振興の基盤となる社会資本の整備 

 

 35.1 循環型
じゅんかんがた

社会の先進地
せんしんち

を目指した取り組みや、高齢化社会に対応するた

めの福祉・健康サービス分野での新たな産業創出
そうしゅつ

への支援 
 

  2.1 その他（                         ） 
 

  4.3 無回答 
 

８．今後の産業政策８．今後の産業政策８．今後の産業政策８．今後の産業政策にににについてついてついてついて    

これから 10 年後、20 年後の人口減少・少子高齢化を見すえ、活力を保ち
続ける地域社会とするためには、恵まれた自然環境や地域資源を生かして産
業を盛んにし、効果のある中山間

ちゅうさんかん

対策
たいさく

などを行うことにより、県内全体の
産業の底上げをする必要があります。 
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Ｆ１ 性別 ……… 42.2 男性    55.4 女性     2.4 無回答 
 
Ｆ２ 年代 ………  8.8 ２０歳代  14.0 ３０歳代  14.3 ４０歳代 
          22.8 ５０歳代  19.3 ６０歳代  
          18.4 ７０歳以上           2.4 無回答 
 
Ｆ３ 職業 
  6.0 農林業  （主婦の場合は家庭内の仕事と田畑、漁業に出る時間と比較して多い方をとる） 
  0.5 漁業 
  7.3 商工サービス業自営（商店や工場などを自分でやっている人、家族従業者を含む） 
  9.1 事務職（勤め人や公務員で主に事務系の仕事の人、課長以上を除く） 
  9.8 技術職（主に技術系の仕事の人、看護師、保育士など、課長以上を除く） 
 13.1 労務職（現場従業者、工員、運転手、店員、日雇い、大工など） 
  3.0 管理職（勤め人・公務員で課長以上の場合、校長・教頭など） 
  1.7 自由業（医師、弁護士、画家、僧侶、大学教授など） 
 16.0 主婦（家庭内の仕事が一日で最も多い場合） 
  1.4 学生（高校、短大、大学、その他の学校在学中） 
 19.9 無職（年金などで生活しているか、自分の収入がなく、または働いていない場合） 
  8.3 その他（上のいずれにも属さないもの） 
  3.8 無回答 
 
Ｆ４ 世帯構成 
 11.7 本人のみ（単身世帯）     
 24.3 本人と配偶者（夫婦のみの世帯） 
  5.6 本人と子ども 
 27.7 本人と配偶者と子ども 
  4.7 本人と配偶者と親 
 10.6 本人と親 
  8.8 ３世代以上の世帯 
  4.0 その他（上のいずれにも該当しない） 
  2.6 無回答 
 
Ｆ５ 世帯の年間収入 
  8.6   ０～１００万円未満   17.5 ４００～６００万円未満 
 15.3 １００～２００万円未満    8.6 ６００～８００万円未満 

最後に、あなたご自身のことについてお尋ねします。最後に、あなたご自身のことについてお尋ねします。最後に、あなたご自身のことについてお尋ねします。最後に、あなたご自身のことについてお尋ねします。    
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 20.5 ２００～３００万円未満    4.5 ８００～１０００万円未満 
 13.1 ３００～４００万円未満    4.7 １０００万円以上 
  7.2 無回答 
 
Ｆ６ 子どもの状況（同居・別居に関わらずお答えください。複数回答可） 
  9.9 就学前の子どもがいる 
 11.7 小学生の子どもがいる 
  8.1 中学生の子どもがいる 
  8.5 高校生の子どもがいる 
  8.2 大学生、専門学校生等の子どもがいる 
 59.7 その他（上のいずれにも該当しない） 
 11.4 無回答 
 
Ｆ７ お住まいの場所（広域生活圏） 
 42.2 高知市            
  8.2 安芸広域圏……………室戸市、安芸市、東洋町、奈半利町、田野町、 

安田町、芸西村、北川村、馬路村 
 13.4 南国・香美広域圏……南国市、香南市、香美市 
  2.1 嶺北広域圏……………本山町、大豊町、土佐町、大川村 
  9.4 仁淀川広域圏…………土佐市、いの町、春野町、日高村 
  3.4 高吾北広域圏…………佐川町、越知町、仁淀川町 
  8.4 高幡広域圏……………須崎市、中土佐町、四万十町、梼原町、津野町 
 12.3 幡多広域圏……………四万十市、宿毛市、土佐清水市、黒潮町、 

大月町、三原村 
  0.5 無回答 
 
 

 
 
 

 

質問は以上です。長時間ご協力いただきありがとうございました。質問は以上です。長時間ご協力いただきありがとうございました。質問は以上です。長時間ご協力いただきありがとうございました。質問は以上です。長時間ご協力いただきありがとうございました。    
この調査票は、この調査票は、この調査票は、この調査票は、同封の返信用封筒に入れ、９月２０日（木）までに、同封の返信用封筒に入れ、９月２０日（木）までに、同封の返信用封筒に入れ、９月２０日（木）までに、同封の返信用封筒に入れ、９月２０日（木）までに、
切手を貼らずに返送切手を貼らずに返送切手を貼らずに返送切手を貼らずに返送してください。してください。してください。してください。    
お手数をおお手数をおお手数をおお手数をおかけしますが、よろしくお願いします。かけしますが、よろしくお願いします。かけしますが、よろしくお願いします。かけしますが、よろしくお願いします。    


